
きずな  石川 喜次
いしかわ　    よしじ

会
派
代
表

手話通訳者・要約筆記者の
申請方法も掲載しております。

※予定は変更する場合があります。
　詳しくはホームページをご確認ください。

テレビで議会を観てみませんか？

次回の議会は…

どなたでも傍聴可能です。
2階の議場の入り口にて
受付をしております。

お気軽にお越しください。

［ 12月4日･5日 ］
15人の議員が質問

傍聴の
ご案内

議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
で
行
う
も
の
と
、個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

各
記
事
は
質
問
を
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

議会を傍聴できます！

3/1（金） 14時～開会予定！
請願・陳情の提出期限は
２/２１（水）まで！

一般質問は3/4（月）・5（火）開催予定！
３/10（日）・23（土）に
CCNCケーブルテレビにて放送予定！

第６次総合計画の推進の取り
組みと令和６年度予算編成方
針を確認する。

《答弁部署の略号》
総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部

Q
将
来
に
向
け
、
特
に
力
を
入

れ
て
い
く
取
り
組
み
は
。

A

　

市
街
地
・
住
環
境
お
よ

び
交
通
基
盤
の
整
備
を
進
め
、

子
ど
も
医
療
費
の
扶
助
お
よ

び
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実

を
図
り
、一
人
で
も
多
く
の
人

に「
住
み
た
い
ま
ち
」と
思
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

Q
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
養

成
・
育
成
の
主
な
取
り
組
み
は
。

A　

提
案
型
協
働
事
業
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
講
座
を
中
心

に
、
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

Q
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に

お
け
る
財
政
面
の
特
徴
は
。

A　

一
般
会
計
当
初
予
算
の

歳
出
要
求
額
は
１
９
９
億
円
。

そ
れ
に
対
し
、
歳
入
要
求
額
は

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
地
方

債
を
除
い
て
約
１
６
５
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
財
源
不
足

は
、
地
方
債
の
適
債
事
業
の
選

択
と
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
よ
り
確
保
し
て
い
き

た
い
。

Q
予
算
編
成
過
程
に
お
け
る

「
透
明
性
」の
取
り
組
み
の
現

状
は
。

A　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
編
成
方
針

な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
公
表
し
て
い
き

た
い
。 総

企総

▲未来のまちへ（武豊町第6次総合計画より）
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Q 総合計画の推進の取り組みは

A 重点施策方針の推進に努める

町長

※

適
債
事
業…

地
方
債
の
発
行
対
象
と
し
て

　
適
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業
の
こ
と

　
で
す
。

※



公明党議員団  鳥居 美和
とりい　　　み わ

みらい  櫻井 雅美
さくらい　　まさみ

会
派
代
表

80歳までに３人に一人が発症
するとされる帯状疱疹。予防に
はワクチン接種が効果的！

武豊町はマタニティから子育
て支援・教育に一貫した方向
性があるのか。

度
設
計
や
体
制
に
つ
い
て
、
準
備

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

Q
具
体
的
に
い
つ
頃
に
な
り
ま

す
か
。

A　

令
和
６
年
度
の
早
い
時

期
に
、
接
種
助
成
の
受
付
が
開

始
で
き
る
よ
う
、
調
整
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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Q ワクチン接種の助成いつ頃か

A 令和6年度の早い時期に調整

Q
帯
状
疱
疹
、
ま
た
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の

質
問
、
問
い
合
わ
せ
は
あ
り
ま

す
か
。

A　

接
種
助
成
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
既
に
複

数
回
、
電
話
や
書
面
に
よ
り
、

ご
質
問
や
ご
要
望
を
頂
い
て
い

る
状
況
で
す
。

Q
第
６
次
武
豊
町
総
合
計
画
に

基
づ
く
実
施
計
画
で
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
５
２
０
万

円
の
助
成
が
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。
本
町
と
し
て
、
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

A　

本
町
で
は「
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
実
現

す
る
た
め
、
国
に
先
行
し
て
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
が
必
要
と
判
断
し
、
実
施

計
画
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、で
き
る

だ
け
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

医
療
機
関
と
調
整
を
図
り
、
制

A　

現
時
点
で
は
そ
う
い

う
考
え
で
や
っ
て
い
る
が
、

保
護
者
ニ
ー
ズ
は
汲
み
取
っ

て
運
営
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度

Q
モ
デ
ル
校
は
。
ま
た
、
学
校

運
営
協
議
会
委
員
の
人
選
は
。

A　

モ
デ
ル
校
は
衣
浦
小
学

校
。
委
員
の
人
選
は
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
と
副
会
長
・
教
育
委

員
会
で
進
め
て
い
る
。
募
集
は

考
え
て
い
な
い
。

Q コミュニティスクール制度は

A 来年度から衣浦小学校で開始

保
育
士
の
離
職
・
採
用
の
た

め
に

Q
障
が
い
児
保
育
で
は
い
つ

も
保
育
士
不
足
を
理
由
に
受

け
入
れ
が
難
し
い
と
い
う
答
弁

が
続
い
て
い
る
。
保
育
士
不
足

解
消
の
た
め
に
、
他
の
自
治
体

と
同
じ
よ
う
な
募
集
で
は
な

く
、
民
間
を
参
考
に
髪
の
色
、

ネ
イ
ル
な
ど
を
自
由
に
し
、
保

育
士
の
モ
ラ
ル
に
任
せ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
保
育
士
離
職
を

防
ぐ
た
め
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
園

に
特
徴
を
持
た
せ
、
公
立
保
育

園
の
多
様
化
を
し
て
は
ど
う

か
。

A　

公
立
の
保
育
園
な
の
で

あ
ま
り
大
き
な
違
い
を
出
す
こ

と
は
難
し
い
が
、
園
の
規
模
や

地
域
の
環
境
に
よ
っ
て
特
徴
を

出
し
て
い
る
。
同
じ
サ
ー
ビ
ス

は
あ
る
程
度
、
公
平
性
を
保
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

Q
平
等
と
公
平
は
違
う
。本
町

で
は
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と

が
公
平
だ
と
い
う
認
識
な
の
か
。

▲子どもの笑顔を守るために

福

福教

福

町長

町長



みらい  福本 貴久
ふくもと　 たかひさ

政和クラブ  南  賢治
みなみ　　けんじ

自助は必要であるが、万が一
の時に町民は、職員・消防署
員・消防団員を頼りにしている。

知多半島でバーベキュー場
がないのは武豊町だけ、コ
ミュニティーの向上のため
作って！

会
派
代
表

個
人
質
問

Q
悪
路
を
走
行
で
き
る
車
高

の
高
い
車
や
四
輪
駆
動
車
な
ど

の
車
両
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

A　

四
輪
駆
動
車
に
つ
い
て

は
、
４
台
所
有
し
て
い
る
が
、

全
て
車
高
の
低
い
車
で
あ
る
。

今
後
は
災
害
の
際
に
、
円
滑
に

パ
ト
ロ
ー
ル
や
復
旧
作
業
な
ど

が
で
き
る
公
用
車
に
つ
い
て

は
、
公
用
車
の
買
い
替
え
の
際

に
、
検
討
を
し
て
行
く
。
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Q 雨水排水能力向上の整備は

A 雨水排水対策を進める

Q
本
町
の
排
水
能
力
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
想
定
を
し
て

整
備
を
進
め
て
行
く
の
か
。

A　

現
在「
武
豊
町
雨
水
排

水
計
画
書
」に
基
づ
い
て
10
年

に
一
度
程
度
降
る
大
雨（
時
間

降
雨
量
68
・
6
ミ
リ
）に
対
応

で
き
る
よ
う
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
新
た
な「
武
豊
町
雨
水
管

理
総
合
計
画
」を
策
定
し
、
令

和
25
年
度
を
計
画
目
標
に
雨

水
排
水
対
策
を
進
め
て
行
く
。

Q
豪
雨
な
ど
に
よ
る
避
難
所

の
開
設
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
開
設
さ
れ
る
の
か
。

A　

避
難
情
報
に
は
、
警
戒

レ
ベ
ル
１
か
ら
５
ま
で
の
５
段

階
あ
り
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
の

「
高
齢
者
等
避
難
」の
場
合

は
、
24
時
間
あ
た
り
の
予
想
雨

量
が
２
７
０
ミ
リ
以
上
と
発
表

さ
れ
た
場
合
に
、
１
時
間
あ
た

り
30
ミ
リ
か
ら
50
ミ
リ
の
雨
が

降
り
始
め
る
予
想
時
間
の
３
時

間
前
で
、
か
つ
日
没
３
時
間
前

に
発
令
し
、
避
難
所
を
開
設
す

る
。

施
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

さ
れ
た
。

　

武
豊
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
、

総
合
公
園
予
定
地
と
も
隣
接
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
協

働
し
て
こ
の
エ
リ
ア
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
買
戻
し

の
完
了
前
に
も
協
議
な
ど
を
進

め
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
く
。

そ
の
他
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

も
質
問
を
し
た
。

Q 武豊にバーベキュー場は

A 総合公園基本設計を見直す

Q
総
合
公
園
を
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
の
か
。

A　

総
合
公
園
の
整
備
に
当

た
っ
て
、
ま
ず
は
土
地
取
得
が

大
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、土

地
の
多
く
は
、
半
田
市
土
地
開

発
公
社
を
活
用
し
、
段
階
的
に

取
得
し
て
き
た
。

　

現
在
、
本
町
名
義
と
す
る
た

め
、
公
社
か
ら
土
地
の
買
戻
し

を
進
め
て
お
り
、
令
和
16
年
度

頃
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
時
点
の
想
定
と
し
て
、土

地
の
買
戻
し
を
終
え
る
前
に
、

ま
ず
は
、
平
成
10
年
３
月
に
策

定
し
た
武
豊
町
総
合
公
園
基
本

設
計
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
い

た
い
。

　

そ
の
際
に
は
、
整
備
方
針
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
現
在
の
ニ
ー

ズ
な
ど
を
改
め
て
把
握
し
た
い
。

　

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
整
備

計
画
を
練
り
上
げ
、
時
代
に

合
っ
た
公
園
整
備
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。

　

な
お
、
先
日
、
武
豊
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
民
間
事

業
者
が
飲
食
店
の
再
整
備
を
実

町長

▲民間事業者と隣接する森

総

総

町長



きずな  鈴木 一也
すずき　　かずなり

本村  強
もとむら　　つよし

個
人
質
問

スポーツで武豊らしさをアピー
ル、スポーツでまちを元気に！

第9期介護保険事業計画作
成が大詰めの段階を迎えて
いる。保険料抑制の工夫を。

ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
推
進
も
併
せ

て
考
え
て
い
く
。

Q
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
３
O
N
３
な

ど
を
、
気
軽
に
楽
し
め
る
施
設

が
必
要
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

A　

計
画
策
定
を
進
め
る
段

階
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い

く
。
今
後
は
民
間
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
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Q スポーツ推進計画はあるか

A 令和6年度より策定を進める

Q
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
令
和
４
年

４
月
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」が
、
国
の
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
全

国
各
地
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用

し
た
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本

町
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
は
あ
る
か
。

A　

現
状
、
計
画
は
な
い
が
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
第
３
期
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
と
愛
知
県
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
を
参
酌
し
て
、
令

和
６
年
度
か
ら
計
画
策
定
に
向

け
、
取
り
組
む
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

A　

 「
た
け
と
よ
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ

ａ
ｙ
」の「
た
け
と
よ
ウ
ォ
ー

カ
ー
」で
本
町
を
知
っ
て
い
た

だ
く
イ
ベ
ン
ト
や
、「
ゆ
め
た
ろ

う
ス
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」で
は
、

毎
回
町
外
か
ら
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ

観
光
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

計
画
策
定
の
中
で
、
広
域
で
の

教教

教

A　

決
め
ら
れ
た
基
金
の
目

的
と
使
途
に
沿
っ
て
、
対
応
し

て
い
く
。

Q
現
状
の
第
１
号
保
険
料
の
所

得
階
層
表
は
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。

階
層
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
負
担
感
軽
減
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

A　

国
の
指
針
も
、
段
階
を

増
や
し
、
低
所
得
層
の
保
険

料
軽
減
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
。

Q 第1号保険料の方向性は

A 段階を増やし、低所得者軽減

Q
第
９
期
計
画
期
間
内
に
介
護

給
付
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

が
、
ど
れ
ほ
ど
と
見
込
む
の
か
。

A　

２
０
０
人
ほ
ど
の
介
護
認

定
者
の
増
加
を
見
込
み
、６
億

６
千
万
円
ほ
ど
と
推
計
し
て
い

る
。

Q
介
護
給
付
費
の
増
加
抑
制

の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

A　

本
町
が
平
成
19
年
度
か

ら
始
め
た「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」事

業
は
、
町
内
14
か
所
で
、
高
齢

者
の
通
い
の
場
と
し
て
多
く
の

方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
高
齢

者
の
介
護
予
防
に
貢
献
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も

継
続
す
る
こ
と
で
、
給
付
費
の

上
昇
を
緩
や
か
に
し
て
い
き
た

い
。

Q
介
護
給
付
費
準
備
基
金
は

６
億
２
千
万
円
ほ
ど
で
あ
る
が

第
１
号
保
険
料
低
減
の
た
め
の

取
り
崩
し
も
あ
る
と
考
え
て
よ

い
か
。

▲元気で賑やか憩いのサロン

▲日本発祥の男子新体操（武豊中学校男子新体操部）

福福

町長町長



政和クラブ  石川 よしはる
いしかわ

公明党議員団  甲斐 百合子
か い　　　ゆ り こ

住民の声をしっかり反映し、
住民が使いやすく喜んでいた
だける新庁舎の建設を。

同性同士のカップルやその
親子を家族として認め、自治
体が証明書を発行する制度。

個
人
質
問

　

今
後
、
令
和
７
年
度
に
新
庁

舎
の
基
本
構
想
の
策
定
、
令
和

８
年
度
に
新
庁
舎
の
基
本
計
画

の
策
定
、
令
和
９
年
度
か
ら
11

年
度
に
か
け
て
基
本
設
計
お
よ

び
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い

る
。
建
設
工
事
は
令
和
12
年
度

か
ら
令
和
13
年
度
を
想
定
し
て

い
る
。

　

新
庁
舎
の
供
用
開
始
時
期

は
、
令
和
13
年
度
を
目
標
に
進

め
て
い
く
。
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Q 新庁舎の供用開始時期は

A 令和13年度を目標に進める

Q
庁
舎
の
総
事
業
費
を
ど
の
程

度
に
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

A　

他
市
町
に
お
け
る
庁
舎

整
備
の
事
例
を
参
考
に
す
る

と 

、現
時
点
に
お
い
て
、60
億
円

程
度 

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
新
庁
舎
建
設
の
財
源
を
、
ど

の
よ
う
に
手
当
て
す
る
考
え
か
。

A　

年
度
に
よ
る
負
担
が
偏

ら
な
い
よ
う
、 

目
的
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
や
、
町
債
の
活
用

に
よ
り
財
源
を
確
保
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Q
今
後
、
庁
舎
建
設
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
か
。

A　

新
庁
舎
の
建
設
予
定
地

と
し
て
、
武
豊
中
央
公
園
南
側

の
町
有
地
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
エ
リ
ア
は
名
鉄
知
多
武
豊

駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は

「
公
共
機
能
集
積
エ
リ
ア
」と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
２
年
で
、
基
本
構

想
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

A　

本
町
に
お
い
て
も
、令
和

６
年
４
月
か
ら
の
制
度
導
入
に

向
け
、現
在
、両
制
度
の
申
請
方

法
お
よ
び
、利
用
可
能
な
サ
ー

ビ
ス
の
確
認
な
ど
、諸
課
題
の

整
理
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、企
画
政
策
課
を
窓
口
に
、

広
報
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
の
周
知
を
始
め
、準
備
を
し

て
い
く
。

Q ファミリーシップ制度導入は

A 4月の制度導入をめざす！

Q
性
的
少
数
者
の
方
々
に
つ
い

て
、
本
町
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
認
識
を
し
て
い
ま
す
か
。

A　
「
性
の
多
様
性
」へ
の
理

解
を
深
め
、
誰
も
が
尊
重
出
来

る
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

Q
本
町
に
お
い
て
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
導
入
し
た
場
合
、ど

の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
か
。

A　

制
度
構
築
の
際
の
検
討

事
項
だ
が
、
所
得
課
税
証
明
書

や
納
税
証
明
書
の
交
付
手
続
き

時
に
委
任
状
を
必
要
と
し
な
い

家
族
に
準
ず
る
形
で
の
申
請

や
、
同
居
親
族
と
し
て
町
営
住

宅
の
入
居
申
し
込
み
を
可
能
と

す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

Q
本
町
で
も
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

▲公共機能集積エリアのイメージ

企 企

町長

町長町長町長



きずな  石原 壽朗
いしはら　 じゅろう

個
人
質
問

屋内温水プール「ＣＣＮＣプー
ルたけとよ」を活用した健康増
進を。

みらい  久野　勇
く の　   いさむ

大災害が起きたら、皆がパ
ニックになる。特に避難行動要
支援者への配慮はどうするの。

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て
も
意

見
交
換
を
行
い
、
各
企
業
と
連

携
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
し
て

い
き
た
い
。

Q
他
市
町
か
ら
の
利
用
者
を

増
や
し
、
事
業
収
益
を
高
め
る

た
め
に
も
、
本
施
設
利
用
券
を

「
ふ
る
さ
と
返
礼
品
」に
加
え

て
は
ど
う
か
。

A　

全
国
に
は
公
共
施
設
の

プ
ー
ル
利
用
券
な
ど
を
返
礼
品

と
し
て
提
供
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
、
事
業
者
と
調
整
を

図
っ
て
い
く
。
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Q 多目的室の料金見直しは

A 利用料の一部を町として補助

Q
各
施
設
が
好
評
の
な
か
、

防
音
機
能
を
備
え
た「
多
目
的

室
」の
み
開
館
当
初
か
ら
利
用

者
が
少
な
い
。
ま
ず
は
施
設
を

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
料
金

見
直
し
を
し
て
、
稼
働
率
を
上

げ
て
は
ど
う
か
。

A　

憩
い
の
サ
ロ
ン
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
合
、
福
寿
大
学
な

ど
で
宣
伝
を
し
て
い
る
が
利
用

者
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
な

い
。
来
年
度
の
早
い
段
階
で
、

温
浴
施
設
と
同
様
に
高
齢
者

を
対
象
で
補
助
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
検
証
し
て
今
後
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
現
役
世
代
か
ら
成
人
病
予
防

を
意
識
し
て
も
ら
う
た
め
、民
間

の
健
康
保
険
組
合
と
連
携
し
て
、

施
設
全
体
の
利
用
者
拡
大
や
利

用
料
軽
減
を
支
援
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

A　

 
本
町
健
康
課
が
町
内
企

業
の
健
康
保
険
担
当
者
ら
と
定

期
的
に
情
報
交
換
を
図
る「
企

業
健
康
情
報
交
換
会
」を
開
催

し
て
い
る
。
そ
の
際
、
本
町
の

教

教

▲本町の魅力のひとつ「CCNCプールたけとよ」

開
設
避
難
所
内
の
教
室
を「
要

支
援
者
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
利

用
し
、
福
祉
避
難
所
の
受
入
れ

が
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
ト
リ

ア
ー
ジ
を
行
い
、
受
入
れ
可
能

人
数
に
応
じ
て
移
送
す
る
。

Q
福
祉
避
難
所
の
収
容
人
数

が
少
な
す
ぎ
る
が
、
増
や
す
考

え
は
。

A　

重
要
か
つ
急
務
と
考
え
、

町
内
に
あ
る
福
祉
関
係
施
設
や

宿
泊
施
設
に
災
害
時
の
利
用
に

つ
い
て
協
力
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　
　

Q 避難行動要支援者への配慮は

A 受入れ体制の見直し強化

Q
避
難
行
動
要
支
援
者
の
推

移
や
名
簿
の
活
用
は
。
ま
た
個

人
情
報
の
為
、
本
人
の
同
意
が

な
い
と
開
封
出
来
な
い
事
と

な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
は
安

否
確
認
や
支
援
の
対
応
が
遅

れ
る
事
と
な
る
が
、
本
人
は
本

当
に
承
知
し
て
い
る
の
か
。

A　

要
支
援
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
名
簿
は
関
係
先
に
配

布
し
情
報
共
有
し
て
い
る
。
開

示
に
同
意
さ
れ
な
い
方
に
は
、

安
否
確
認
や
支
援
が
遅
れ
る
リ

ス
ク
を
認
識
し
て
頂
け
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

Q
被
災
者
は
一
次
開
設
避
難
所

の
受
付
で
ト
リ
ア
ー
ジ
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
福
祉
避
難
所
へ
移

送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

事
前
に
福
祉
避
難
所
に
移
送
さ

れ
る
事
が
解
っ
て
い
る
場
合
、直

接
避
難
所
に
行
っ
た
方
が
良
い

と
思
う
が
。

A　

 
本
町
で
の
福
祉
避
難
所

４
か
所
で
受
入
れ
可
能
数
は
計

80
名
程
度
で
あ
り
、
物
理
的
に

対
応
は
難
し
い
。
当
面
は
一
次

総総

総

▲一次開設避難所でのトリアージ訓練

町長



きずな  谷川 健一郎
たにがわ　  けんいちろう

とば ひさし

まちづくりに合わせ地場産業の
支援から貧困や少子化改善も
視野に入れた実施計画を。

返済不要の奨学金で経済的
な理由で学校をあきらめる子
を減らす！

個
人
質
問

の
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

A　

武
豊
町
商
工
会
に
設
計

段
階
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

    Q
初
め
か
ら
完
璧
な
制
度
設

計
は
難
し
い
た
め
、創
業
支
援
、

中
小
企
業
応
援
の
両
補
助
事

業
と
も
に
、
実
績
に
基
づ
き
見

直
し
を
行
う
考
え
は
。

A　

事
業
を
進
め
る
中
で
ご

意
見
や
ご
要
望
、
交
付
状
況
を

確
認
し
、
必
要
に
応
じ
見
直
し

を
考
え
る
。
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Q 高度化見守りカメラの導入は

A 先行事例を調査研究する

Q
に
ぎ
わ
い
創
出
エ
リ
ア
の
基

本
構
想
策
定
の
時
期
、
内
容

は
。

A　

早
期
に
意
向
調
査
な
ど

に
取
り
組
み
、
令
和
８
年
度
ま

で
に
方
向
性
や
事
業
手
法
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
策
定
を
想

定
し
て
い
る
。

Q
に
ぎ
わ
い
創
出
エ
リ
ア
に
関

す
る
調
査
と
民
間
企
業
へ
の

デ
ー
タ
の
公
表
は
。

A　

基
礎
資
料
と
し
て
交
通

量
調
査
を
実
施
し
た
。
利
用
目

的
を
踏
ま
え
調
査
デ
ー
タ
の
提

供
は
可
能
。

Q
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
な
人

流
の
計
測
や
叫
び
声
に
反
応

す
る
な
ど
の
Ａ
Ｉ
搭
載
の
高
度

化
見
守
り
カ
メ
ラ
を
導
入
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

A　

他
市
町
の
事
例
を
参
考

に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q
創
業
支
援
補
助
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
企
業

Q
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
実
施
予
定
は
。

A　

不
透
明
な
部
分
が
多
い
の

で
現
時
点
で
は
判
断
が
難
し
い

状
況
。

Q
国
の
令
和
５
年
度
補
正
予

算
で
モ
デ
ル
事
業
の
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
の
補
助
金
が
出

た
が
、
活
用
し
な
い
の
か
。

A　

体
制
の
準
備
が
間
に
合

わ
な
い
。　
　
　

Q 返済不要の奨学金制度創設は

A 奨学金の創設は考えていない

（
目
的
）最
大
1
6
1
万
円
の
給

付
型
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
な
い

子
供
に
年
額
50
万
円×

20
人
の

武
豊
町
独
自
の
返
済
不
要
の
奨

学
金
制
度
を
設
立
し
た
い
。
経

済
的
理
由
で
大
学
を
諦
め
る
子

供
を
減
ら
し
、
武
豊
町
の
子
育

て
夫
婦
を
増
や
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
・
応
援
し
て
頂
き
、

奨
学
金
継
続
を
目
指
す
。

Q
返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度

を
設
立
の
考
え
は
。

A　

給
付
を
受
け
る
方
が
少

数
で
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
町
民
に
納
付
頂
い
た
町
税

等
で
実
施
す
る
の
は
難
し
い
た

め
、
返
済
不
要
の
奨
学
金
の
創

設
は
考
え
て
な
い
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度
設
立

は
有
効
的
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A　

本
町
が
実
施
す
る
事
業

で
あ
れ
ば
、ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
額
を
充
当
し
、
活
用
す
る

こ
と
は
可
能
。

▲高度化見守りカメラ

教企

福福

建建総

経 経



梶田  進
かじた　    すすむ

きずな  松本万之
まつもと　かずゆき

個
人
質
問

認知症予防に有効といわれて
いる加齢性難聴者に補聴器の
購入費助成をされたい

人生1００年時代を向かえる中
で、本町における健康寿命延
伸に向けての対策は如何に。

Q
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
若
年
性
難
聴

者
は
41
歳
以
上
を
対
象
と
し

て
い
る
。
難
聴
者
の
確
認
と
補

聴
器
購
入
費
助
成
を
積
極
的

に
進
め
ら
れ
た
い
。

A　

国
の「
認
知
症
施
策
推
進

総
合
戦
略
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
」に
お
い
て
、
難
聴
が
認
知

症
の
危
険
因
子
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
認
知
症
予
防
に

補
聴
器
の
利
用
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
進
事
例
を
参
考
に
進
め

て
い
き
た
い
。
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Q 加齢性難聴への補助金助成は

A 先進事例を参考に進める

Q
個
人
的
に
難
聴
か
な
と

思
っ
て
も
、
自
己
判
断
が
難
し

い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
個
人

的
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
。

A　

耳
の
聞
こ
え
が
気
に
な

る
場
合
は
、
自
己
判
断
せ
ず
、

耳
鼻
科
の
医
師
に
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
基
準
に
該
当
す
る
か

相
談
を
お
勧
め
す
る
。
手
帳
が

交
付
さ
れ
れ
ば
、
補
聴
器
費
用

の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
。

Q
加
齢
性
難
聴
に
独
自
の
補
助

制
度
を
設
け
て
い
る
、県
内
の
自

治
体
数
は
。ま
た
、助
成
内
容
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A　

 
現
在
実
施
７
自
治
体
。

手
帳
の
無
い
65
歳
以
上
や
70

歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
聴

力
レ
ベ
ル
は
30･

40･

50
デ
シ
ベ

ル
以
上
と
様
々
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。

　

助
成
額
は
購
入
費
用
の
半

額
が
多
く
、
助
成
の
上
限
額

は
、
１
万
５
千
円
か
ら
３
万
円

の
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。

福福

Q
「
運
動
・
身
体
活
動
」に
つ
い

て
の
進
捗
状
況
は
。

A　

生
活
習
慣
病
予
防
の
主

な
事
業
と
し
て「
健
康
た
け
と

よ
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
推

進
」と「
身
体
を
動
か
す
メ
リ
ッ

ト
の
情
報
発
信
」を
実
施
し
た
。

特
典
付
き
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー

ト
を
配
布
し
、
小
中
学
校
や
憩

い
の
サ
ロ
ン
に
て
事
業
の
周
知

を
図
り
、
子
育
て
家
族
や
高
齢

者
が
身
体
を
動
か
す
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

Q 健康寿命延伸への取り組みは

A 健康情報の発信を十分に行う

Q
「
第
２
期
健
康
た
け
と
よ
21

ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
第
２
回
中
間

評
価・見
直
し
」の
進
捗
状
況
は
。

A　

健
康
情
報
の
発
信
が
十

分
で
な
い
こ
と
が
共
通
課
題
と

分
か
っ
た
こ
と
か
ら「
今
ま
で
な

か
っ
た
機
会
で
、
必
要
な
人
に

必
要
な
健
康
情
報
を
」と
い
う

テ
ー
マ
で
情
報
発
信
に
努
め
、

朝
食
や
野
菜
の
摂
取
の
推
奨
や

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
の
周
知
を

進
め
て
い
る
。

Q
分
野
別
評
価
の
う
ち「
健

康
づ
く
り
」に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
は
。

A　

健
康
寿
命
の
延
伸
、
健

康
格
差
の
縮
小
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
と
重
症
化
予
防
を
目
標

に
、
目
指
す
姿
を「
か
ら
だ
も

点
検
！
今
す
ぐ
始
め
よ
う
、
全

身
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」と
し
、
主
な

事
業
と
し
て「
健
康
無
関
心
層

も
集
ま
る
場
所
で
の
健
康
情
報

の
発
信
」と「
個
別
医
療
機
関

で
の
が
ん
検
診
の
拡
充
」を
実

施
し
た
。

▲第２期健康たけとよ21スマイルプラン

福
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町長


